






要約:小児がん患児に病態と病名をどのように伝え、治療に協力してもらうかというのは、

今後のわが国の小児がん治療学の分野にとってきわめて大きな問題である。子どもの権利

を大きく認めるような方向に動いている世論に医療者側も正しく対応する努力をしなけれ

ばならない。診断時、治療中、治療終了時、その後のそれぞれに役立つパンフレットの作

成が必要と思われた。


